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研究成果概要 

2021 年も T2K 前置検出器及び NINJA 実験のデータ解析が継続しており、ここでSK/T2K実験で用いてい
るニュートリノ・原子核散乱シミュレーションプログラム（NEUT）との比較も行っている。特に Ninj
a 実験では、鉄とニュートリノの反応について、生成π粒子や陽子を、他の実験では達成できなかった
低い運動量領域まで測定することができていることを示すことができた。今回見ているエネルギー領
域では陽子生成は単一パイ粒子生成からのものが多いが、運動量分布や陽子数など、シミュレーション
がデータを比較的再現できていることが示された。一方で、現状では統計量が限られているため、モデ
ルの制限を行うまでは至っていないが、今後のデータ量増加によって、これまで明らかにすることがで
きなかった反応の詳細を調べることが可能になると期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Figure 1 Ninja 実験の結果（陽子の放出角度及び運動量） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Figure 2 Ninja 実験の結果（π粒子および陽子の観測数） 



 
 
また、ハドロンの核内効果の取り扱いのシミュレーションプログラム間での違いを海外の共同研究者
と共著で論文にまとめた。モデル間の比較だけでなく、加速器実験からのπや陽子散乱のデータとの比
較も行い、現状の理解や課題をまとめた。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Figure 4 π粒子と陽子の散乱断面積の比較 

Figure 3 π粒子と炭素の散乱断面積の比較 
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